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●
高
島
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案

　

国
外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
、
弔
慰
金
等
の
支
給
を
受
け
る
方
に

対
し
て
、
戸
籍
無
料
証
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
手
数
料
免
除
と
し
て
取
り
扱
う
た
め

の
改
正
を
行
う
も
の
。

●
高
島
市
公
告
式
条
例
お
よ
び
高
島
市
役
所
支
所

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

安
曇
川
支
所
の
整
備
移
転
に
伴
い
、
関
係
す
る

条
例
に
つ
い
て
必
要
と
な
る
改
正
を
行
う
も
の
。

　
採
決
の
結
果
、ほ
か
3
議
案
を
含
む
5
議
案
は
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と

決
定
し
ま
し
た
。

●「
老
朽
原
発
」高
浜
原
発
１
･
２
号
機
、

及
び
美
浜
３
号
機
の
再
稼
働
を
認
め
な

い
よ
う
求
め
る
請
願
書

　

請
願
事
項

・
大
原
則
で
あ
る
「
40
年
ル
ー
ル
」
を
厳
格
に
適

用
し
、
高
浜
1
・
2
号
機
、
美
浜
３
号
機
の
40

年
を
超
え
る
運
転
期
間
延
長
の
認
可
を
取
り
消

　

７
月
４
日
に
岡
山
県
総
社
市
に
て
、

小
児
医
療
費
適
正
化
事
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
視
察
。
一
年
間
の
医
療
費
の

総
額
に
上
限
を
定
め
、
市
民
の
努
力
に

よ
り
削
減
で
き
た
財
源
を
ワ
ク
チ
ン
助

成
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

翌
５
日
に
は
同
備
前
市
に
て
、
保
育

料
無
償
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視

察
。
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
、
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
０
歳

児
を
除
く
、
１
歳
～
５
歳
児
の
保
育
料

無
償
化
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
民
に
と
っ
て
、
医
療
費
・
保
育
料

の
無
償
化
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す

が
、
将
来
の
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

る
と
、
財
源
と
知
恵
を
う
ま
く
使
っ
た

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策
が
必
要
で
あ
る

と
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
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可決
すべき

●
高
島
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

　
「
介
護
保
険
法
」
の
改
正
に
よ

り
、
施
設
で
行
う
通
所
介
護
事
業

が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
地
域
密
着

型
通
所
介
護
事
業
に
移
行
し
た
こ

と
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け

る
従
来
型
居
室
お
よ
び
ユ
ニ
ッ
ト

型
居
室
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
施

設
と
し
て
指
定
が
行
わ
れ
た
こ
と

等
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
。

●
高
島
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

　

同
じ
く
「
介
護
保
険
法
」
の
改

正
に
よ
り
、
介
護
予
防
通
所
介
護

が
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ほ

か
３
条
例
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

　

質
疑
で
は
、
現
在
の
施
設
入
所
者
の

市
内
・
外
の
内
訳
に
つ
い
て
、
条
例
改

正
に
よ
る
施
設
入
所
定
員
の
合
理
性
、

職
員
配
置
の
適
格
性
、
施
設
改
修
の
必

要
性
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま

し
た
。

本会議での討論
　

命
の
水
を
た
た
え
る
近
畿
の
水
が
め
に
注
ぐ
琵
琶

湖
源
流
の
郷 

高
島
。
高
浜
・
美
浜
原
発
か
ら
30
㎞

圏
内
の
高
島
市
。

　

高
島
市
議
会
と
し
て
今
こ
こ
で
、国
に
対
し
高
浜
・

美
浜
の
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
よ
う
求
め
る
こ

と
は
市
民
の
負
託
に
応
え
る
も
の
で
す
。

　

福
島
か
ら
避
難
の
５
人
も
請
願
人
に
。
県
知
事
も

「
リ
ス
ク
が
高
ま
る
」
と
。

 

「
原
発
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
」
こ
の
一
点
で
、
少

な
く
と
も
40
年
を
超
え
、
安
全
性
に
疑
問
の
「
老
朽

原
発
の
再
稼
働
認
め
な
い
で
」
と
い
う
市
民
の
願
い

に
応
え
よ
う
。

　

市
に
は
、
国
が
経
済
発
展
と
国
土
の
保
全
を
目
的

に
指
定
し
た
57
本
の
１
級
河
川
が
あ
る
。
集
水
域
に

万
が
一
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
関
西
の
経
済
は
立
ち
行

か
な
い
。
国
の
水
資
源
保
全
の
方
針
と
、
高
経
年
化

原
発
稼
働
の
未
知
の
リ
ス
ク
は
利
益
が
相
反
す
る
。

賛
成

賛
成

賛
成

熊
谷
も
も

福
井
節
子

山
内
陽
子

反
対

　

発
電
用
原
子
炉
の
40
年
を
超
え
る
運
転
期
間
の
延

長
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
、
専
門
技
術
的
知
見

の
も
と
、
新
規
制
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
結
果
を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、採
択
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
ま
す
。

宮
内
英
明

可決
すべき

委員会報告

す
こ
と
。

・
国
の
責
任
で
実
効
性
あ
る
避
難
計
画
が
示
さ
れ
な

い
中
で
は
、
今
後
も
40
年
を
超
え
る
運
転
期
間
延

長
の
認
可
を
行
わ
な
い
こ
と
。

　
採
決
の
結
果
は
、
賛
成
少
数
で
「
不
採
択
と
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

行
政
視
察
報
告

不採択とすべき


